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Ⅰ 一般会計補正予算（第 7 号） 

 

１ 補正予算編成の考え方 

 

旧かんなみ地域の環境改善に向けて、取得済み建物を暫定的な店舗として利活用し、まちの

イメージ改善を図るとともに創業へのチャレンジを支援する。また、これまで通りの栄養バラ

ンスのとれた給食を実施するため、小中学校等の物価高騰相当分を増額するなど、令和 5 年度

一般会計補正予算（第 7号）を編成する。 

 

２ 補正予算の内容 

（１）旧かんなみ地域暫定利用事業費 2,083 千円 

旧かんなみ地域の取得済み建物を暫定的な店舗として利活用し、まちのイメージ改

善を図るとともに創業へのチャレンジを支援する。 

・事業内容：事業者募集のための市場調査及び事業者選定の準備 

・利活用期間：令和 6年 9 月から令和 7年 12 月 

（２）給食費に対する物価高騰対策 119,746 千円 

これまで通りの栄養バランスのとれた給食を実施するため、小中学校等及び公立保育

所の物価高騰相当分を負担する。 

・1 食あたりの単価 

小学校   ＋24 円（240 円→264 円） 

中学校   ＋ 7 円（310 円→317 円） 

公立保育所 ＋23 円（220 円→243 円） 等 

（３）児童ホームのＩＣＴ化に向けた環境整備 30,895 千円 

児童ホーム事業の効率化を図るため、ＩＣＴ化を推進する。 

（４）小田南公園関係事業費 564,400 千円 

小田南公園における地中埋設物の撤去処分に係る費用を負担する。 

債務負担行為 241,900 千円 

（５）丹波少年自然の家事務組合負担金 65,212 千円 

丹波少年自然の家事務組合が令和 5 年度末で解散することに伴い、財産処分及び職

員処遇に係る負担金を負担する。 

 

３ 補正予算の規模 

  （単位：千円） 

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

228,414,039 782,336 229,196,375 

 

 

令和 5年度 12 月補正の概要 



- 2 - 

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円） 

歳   入 歳   出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

国庫支出金 13,136 総務費 2,083 

県支出金 9,500 民生費 40,449 

繰入金 17,488 土木費 564,400 

繰越金 740,109 教育費 175,404 

諸収入 2,103   

合 計 782,336 合 計 782,336 

 

５ 繰越明許費 

追 加  （単位：千円） 

款 項 事 業 名 金 額 

衛生費 保健所費 保健所維持管理事業 21,000 

土木費 都市計画費 小田南公園関係事業 185,136 

 

６ 債務負担行為 

追 加 （単位：千円） 

事  項 期 間 限 度 額 

（仮称）健康ふれあい体育館整備事業（大庄） 令和 6年度 12,368 

小田南公園関係事業 令和 6年度 241,900 

 

７ 費目別事業概要 

 

総務費 2,083 千円 

  

旧かんなみ地域暫定利用事業費 2,083 千円 

旧かんなみ地域の取得済み建物を暫定的な店舗として利活用す

る。 

 

 

民生費 40,449 千円 

  

公立保育所運営事業費 9,554 千円 

これまで通りの栄養バランスのとれた給食を実施するため、公立

保育所の物価高騰相当分を負担する。 

 

  

児童ホーム整備事業費 30,895 千円 

児童ホーム事業の効率化を図るため、ＩＣＴ化を推進する。 
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土木費 564,400 千円 

  

小田南公園関係事業費 564,400 千円 

小田南公園における地中埋設物の撤去処分に係る費用を負担す

る。 

 

 

教育費 175,404 千円 

  

丹波少年自然の家事務組合負担金 65,212 千円 

丹波少年自然の家事務組合が令和 5 年度末で解散することに伴

い、財産処分及び職員処遇に係る負担金を負担する。 

 

 

給食物資調達関係事業費 110,192 千円 

これまで通りの栄養バランスのとれた学校給食を実施するため、

小中学校等の物価高騰相当分を負担する。 

 

 

 


